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多（cc砺）〃282」 ク33，早613か428汐42＆342％　　　iS3ｹ卿329ク3z／〃44夕〃33943〃4〆〃　　　　　　　●ﾆ（cc／副34‘4厨 4‘433占 34｛ク 33／i4／44633％脚 4郷「♂3、夢 4〃3444解／
一と　流　側
、
月／ ／82 ／冴・ ／況2 ／㊧シ ‘ ヤ ／2，身 〃（夕 ／28
月〆 ／78 ／22／a“ 〃詞　　　ε 〃‘ ノ74 ／L～
ε ヌ6 ぶy 楽2 ～2 ／46．〃8 2‘、
多／葛 ρ／ ∠9／ 222「　2億 222、～3‘ 4、！r
フ6／（ω物c） 4／84 ツ ？ 〃 〃／♂ ψ 〃
多（c（／純6） ｛2293
　　●N2934342訊39 ＼ 43《243説2〃63タ
泳（c％娩） 3‘2 3読2 4／／ 473 ■ 4／〃 43‘ク66
下　流　側 ■
月三 ／3．ク ／4‘ ／‘尉 ／3．4 ／2／ ／～‘ β8 ／49 ／～3 ／44 《ク ／クク 継
月2 23 ，， ク ク 〃 〃 ρ ク ク ク 覧，　　　” ψ 少
ε 4菱〃 478鋼4 ％〃 37〃3933沙 卿 ．云3、4 2／〃 客2 2凱o ／612
多／老！ ／9〃 2／4．～4∫ ／矛9 ／9／ ／922222θし、712婦域2 22ノ237曜
ゑ（Gr％⑳） 4／‘4 〃 ρ ウ 〃 ク 〃 ク す7，1　　　　’！ ψ タ 〃
9（‘％⑳） 42父3ご2330437ク429／4293〃2タ6グ342 4窺レ」か44灘434〃43》4
叙（く％ぬ） 3‘／ 」98娚 34タ352翻 4／／ 47ク…4〃41好3部 4〃9 433




























































































































毅　　　　　径（伽勉） …　重量百分率㈲ 粒 径　　（伽伽） 重量百分…革〔％）
と2／ク5「～　0，／47 ／．4 ク〃74～ご2〃6／ ／8．9
牌　∠2／47～　∠2／24 9．〃 ごク〃6／　～　∠z∠943 92
とク／24～　4乏／〃4 ／2．3 〃〃43以下 ！3．／




















































































































































































































































































































































































































































凄夢 、　　． 、奴 ミ＼















































































































































妻｛蚕馨 1じ　　　　　　　1壁 1磐淵慧鱈フ％1璽驚i檬準流螢1：1　　　｝備薦傾　　斜 型　　　　式 対する％
＠ 患塵な　し 楓　　準 33タ10　　1　　　92　　1　／324i　　　 　 i 44歩δ ／〃〃〃　，
⑦ ／：o．8 A（上旋） ；　／4，0｛／2・71／・2・8／6・9 3．♂
② ノ：　／ ク ／86　　｝　　／3、／　…　／／90　，　　2212∫0
③ ／　二　2 4 36、8　1　　／9，／　1　／〃22376 δ4
，■　　　　　　　　　　　　　　　　　●
@＠ 磁　　　直 8に流） ／65；　2〃、9蓋〃，9クタ，　　／〆，／ 36
⑤ 4 8（下流） ／6Pl　7 ／9，3）｝／〃／7 ／7（ク 3汐
④ ！コ　〃，8 ハ（下流） ／∫．¢ 晶　／の〃｝／／32 ／9’よ 3．9
1慧讐　i｝＼　　　　ぐ4t　t
⑦ ／：　！ ク 22．列　2〃♂ク1988 2／．8 49
② ！　：　2 4 362 ／ク・ク　1　／∂ぷ8 3β．4 81〆
一■@⑦ ／：o，5 c（上流） ／4ざ ／32　　／／β9 ／73 3，
㊧ ノ　；　／ ク ／60．
一　　　　／／2／／31ク
／8・9 412
4・ ！　：　2 4 ／9，5幽
　　　韮／91／ i　／022 ／9・9 ．　　44
＠ ／　：o，5一 ぐ（下流） ／7，5レ 2／．〃 0927／7／ ヌ♂
④ ／：／ ク　　｝　／只〃 2／，2　　　クタ72　　　℃ 1　／、£よ 4．／
◎ 1巴壁たし 標　　i撃　　4740 タ・3 1　／32〃 62ゴ12／4〃’〃
（D ／臣：o，夕 　　　　　　モn（上流） 　　／2，／ ／3．／ ／／9〃 2〃4 よ3
② ノ：／ ク　　1　を∫8 ／汀す／／御 282 4，5」
③ 13、ユ 〃 46．／ ／9、　　／、〃22 47／ 7ぷ
＠ 鶴　　　直 β（上流） ／96
2“，潟
ク99〃 ／94 3ノ
・④ ク 　　　　．ﾀ（下流） ／タ．o 一／9〃；／024 ／λ夕 3．／
④ ／1018 β＜下流） ／9・3 ／710 ／026・ 20．8 33
⑦ ／：／ ウ 2函0 2〃’61∂タ32 276 44
§　ミ偽　　門＼6　e㍉＼ll　　Nミ　t
⑧ ノ　ち　2 〃 ．　4〆・〃 ／グo　　／o、∫ro ク2・2 7？
⑦ ／：〃，5「 c（よ漆） ／75 ／2・9 ／／96 2〃．9 33
⑯ ／　1　／ ク　　｛　／タ∫　　／よ“ ／／32 22．／ 3よ
⑰ ／　：2 〃　　　　　　　24乙o ／89 　　　覧^・〃29 24．6 3．9｝＠ ／　：ク5一 ぐ（下流） 2〃，夕 2〃，2 〃，99∫ 2〃μ 33㊧ ／；／ ク 2／∫ 2〃．9｝ク929 2／〃 34⑦ ’じ塵なし 標　　　準 〆25．〃 94 4／3／9 824．4 ／〃｛ク，（ク⑦ ／‘〃、Jr ゑて上流） ，　／2、6 〈」），o ／／93 2／．／ 26② ／：　／ 〃 2よ8 ／3．4 ／／♂o 3〃汐 37③ ／　；2 ク 月「，8 ／9．／ ／022 5ぎ16 6ヴ④ 姥　　　函 β（よ二　流〉　　｛　　2／㌧ク 2〃，3 499／ 2／5一 26④ 4 8（下流）　　　2∠ク ／9・4 ／o／、∫一 2／フ 2．6
④ ／　：〃、∫ ハ（下流） ／ヌ9 ／5ノ ／／oヲ 22．／ 29
§　§6Q　　～）へ～　cも＼tレ1、　　　　Nミ　ミ
⑦ ／：／ ク 322 22・7 OI　93タ 3〃12 39② ／二2 ク 錘フ ／β．o ／〃5－o 57よ ク．〃
⑨ ／二48 C（よ流） ／タノ ／3・／ ・／／9〃 22？ 2’《少
＠ ／；／ ク 20．2 ／4・♂ ’／／3∂ 23．♂ 29
⑰魑 ／；2 4　　　、 2よ7 ／9．4 ／，〃／♂ 2ヌノ よ3
＠ ノ：〃，5り ご（下流） 225 ／ヌ6 ／・〃／〃 222 3♂


























一・ @1　　‘ 1 1、
樹 細　　　　　　　　　1・ 1　　　　　　冷ミ｛　　　　1



























国’ ミ　　（卜　　眺　　朕　　鴎　　幾一　　卦　　、 ◇4　　＼ r一





番　　　　号 ／ 2 3 4 ♂ 6 ク δ 9 ／〃 ノ／ ノ2 ／3
月！ ／a3 〃 9 ク ” 〆！ 4 ’ 〃 4 〃 〃 〃
β2 23 ノ， ラ γ 「 ク や シ 〃 〃 〃 〃 〃
伽9瓠 吊 7
月∠“し ／3～テ ／2、身 ／2♪ ／22／873／2え3／26’8／％9 ／28 ／2、身 ノ身8 ／8〃 ／8クク
所、〃し 48 ‘‘ 83 4‘ 4〃 43 よ4 ク矛 43423》 ダ〃 3スf
・　　Scム　　　　　　、 ‘∫ 43 z》 〆〃 ム〃 よ‘ 43ミ％ 6〃 ∫∂〉 《2 4〃 ‘κ
（月4・）ゑ肌 743zタ8／ク〃8 〆矛3 43272／ 7♪3 タざフ 6∠6 ∠4δ’ ゑ庭 6．32 〆〃
しρ ‘404242〃 よ4ク 424　2〃∫4り 42427 欧鋼 424
蔽c）2肌 貯〃 9ク4／〃〃 〃！∫〃 ／ノ〃 9〃 タ〃
馨／久ぐク
ヌ〃 844ム∫〃 94〃 79タ
公式の型 ○ c C o c c C c c c c o o
ノヒ壁の型 A｛上） 為ω A（上） βの β（下） A（下〉 Al下） A（下） Cの c（上） c（上） ぴド） c（下）
別c／老2 3／35》3‘ ∫2ク 22∫ z〃 3．〃4 3£2 よ∫2 2／『 2〃 ノ9〃 21〃〃ノ8ク∫
拓ゆ／老2 〃、身／ ／イ42
　翻
^3．‘〃／43〃β3、夢 ／44ク／／23／2．か ／／2z ク2ク ミ29ノ〃♪タ 〆6ン
○）多／老2 ／3グ〃 ／8ク〃 42ク．〃 ／46〃／34〃／3ク〃 2／4〃4／2〃／ダ《〃 ／ノ4〃 2∬〃／4誇〃 ／ス《〃
老2（弓％。じ） 〃〃4～2 9 ” プ’ 4 〃 〃 ク 4 〃 タ タ ’
多．（cγ4⑳） 〃2％〃4〃〃9％〃φ〃8〃〃拓 グ〃2％ク〃4潔∠2〃92〃盈3／9〃374グ〃躍2ノグ3／ヲ玖4384
徽（（シ励乙） 3望324Z32／β52　‘ づ∠9634323432∫∫．44／／ク4〃 3δ？844，84’6z4〃鋤2846／『
上　　流　　側
月！ 〃8〃 ／昂》〃 ／88〃／82〃 ／88〃／88〃
月7 ／873／η3 〃6ン ／269 ／8ク／ ／∂r％7
β ヌ2 乏2 タ2 44 ／ク〃 皇3
7／老、 〃／43〃／43 4～43一〃4zク 〃69、ク2〃4
乏、（‘％⑳ノ 42〃 ノ2〃 42〃142〃 42〃 〃2〃





月∫ 45唇 妖‘ 23 艇 4〃 43 《4 ク7 42 42 3、身 33 、ミ6
月2 ス3 4 チ ク グ 4 〃 ラ ク 〃 シ ψ ウ
ε ‘4〃 6／o 〆茂〃 2∫ク 3菱〃 4‘4 孔2〃 ざ40324322／2∫ 273／9セク
多／逐！ 4／3欝42ρ〃4銘ク、〃∫8 〃4ノ 〃／4‘42234弼〃〃♂ク 4／92〃26／6～／67ノ2易2
老！（c厩〉 くク2〃 〃 ク ウ ク ρ 〃 ウ 〃 φ ウ ク ク
タ（‘～他G） ，02〃〃4〃〃タ344〃3／6照臓2ノ〃2ヌ004％1〃6）9〃ノ03／4，324〃‘221 〃334〃〃岬
噂 一　　　叙（c撫） 3324　0 42〃／γ，2〃33タ923ミ84348〃β、∫2〃£〃 3／4846〃86268卿ケ 4詑か



































































































































































































































































　　　　　　　　　　　ノa畔モ断面、形状、μ〃π　〃名海 などの外に、 心壁壷劾嚇糾 などに毛影響せらプしる故． 一羅勿ロ　ー再・へ！叉つてへ’
















▽　〃映！，5 ” ＼ o　　乳 1
§ミ
　　　｝　　　　　　7／







































































































一 ’♂ 型＿A心壁；’ チ拶鰯cβ ＝ ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　’9
L
、　型一β礎｛…チ　　　　　’x綴誓β くア藁2－〃プ o　　∂






























































































へ ，・＼・；’二・～，．∵ ／ ’山
o　‘　　　　’









ート 妻 ’ 鹸寸 尺ミ；1 ／





























































































































































































































































































恭 、　　脚 も 績
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癌 Mミ＼　諏 皐　　　曵　ミ A 、b
●




、 、へ 、＼’一亦一 、 5




働 竜油 ’ 転 薬 竃
も、 淑 ｛
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＠ 纏聾L33ヲ置2・・5｝ o．9♪’ 3349／〃4〃
LΩ．蓮ロ義1 ／63 20．∫ ク922i／9〃・3 5’68　1　　一
i②｝＆ 卜　　／95』 2／．o 6976／275 　　　「R2／｝
1③iム’ 　　（Q0．9 　　　へV97♂ 97、P z92》i2〃　｛245ク922 Z〃78 6∠9






@　　ll⑤ Σ〉 ／85曽 22．6 〃タ4〃 ／73．9 5／9
ご建
，⑦ i〈ヱ ／〈倉ナ Q2．ヲ グ934 ／72．」♪ 2／三コ
構＼　ぺ
ﾏ凄一⑧ †一〔重 ／53 z2．6 ｛ク94〃 ノ43．2 　　　　1S2．9
⑦ Σ］ ／5’♂ 23．3 ∂，925、 ／434 4え81　　　‘
▽心 ／5’5脚 2β．7 iクテ3ク ／4⑤5一 43≠｝
4ク4 20．3 09ク3 47〃．7 ／o（クo
｝　⑦ 　厩”虎 205” 2〃9 〃972 2〃〃．5マ 　　，－S2．6
　鴨 ハ 240 2／．3 〃％9 Z32．6 494一／4〃
2ん6フ 、ク976 ／366 296ン
ll
1④寸Σ〉 275’ 20．5一 09282ク／7 577；















＠ ・Σ三 ／78 23，0　　　ごフ．93，z ／63．／ 3千6
＠ 心鍵ぽレi　626 2〃．くダ 0，92」＞　　　　6／£5「 ／6フグ61 §
⑦ 疏▽嘉 λ4－5“ 　　一Q6λφ 　　　嶋V922124z．／39／
② ム 3〃〃 2／．〃 〃，976 292．8 423
β）、＿一〆F △ i　　／75一 2／．o 夙976 ／742 276
！（ 20．3 〃993 32〃7 8∠9⑤ 《 　　｝R／6 2∠2　io9523〃／2 483レ
寒§偽　的
?@唖＼聾　経＼　　lY走　妻
⑤ Σ〉 3ノδ』 22．3 4テ4フ 。zク23 48／
⑦ q 305 Z3，（フ　　　謎 〃3z 2243 460
⑧ 巳 z〃〃 23．∂ 4925／8’6「．o z99
◎ 一Σ メ乙〃3 230（ク932 ／9∠／ 309
＠ 丞 2〃〃 £ao　　　， 493z／、P64 3〃／ 電
クー！4
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一（クー－3－・3）
［量　論 7　！　，ε 「3 i 一「7｝ 鋤一一 gi〃〃／ 　　　蟹E〃｛・ ．　i　．　　… 　　　　　　　　　　　　　　，E　i　“　1　“　1　ウ　　　　　　　i 　　…”　1　ウ　　‘
βz　lz3レ 〃 ｝　　〆ノ 　　！ノT 輪う　　　　　　　　　ウ@　き ，　
軸
，二夕皮の型 口i昼 ム1 》 1〈て ；《i口　　　　　　　馬 Σ］1ΣζH＿噌一．＿．　一＿＿一轟鴨噺蝉闇噂蜘鞠牌朝靹申桐。。









「　4．3 　りU〃　　‘6 65 75一
　　　軒V〃し〃i　　　3
垂
　　　　　ノiH／．（♪〃、、 〆872／55％1茎　／463／6／6 ／4，9 ／ぶ44 　　　　1^4．70／4．70、
／52之1　　繍　　闘e　 　　　　　　；^よ7ラ）1
公氏の型 o o 沙 i　（二 ¢ ご ご　　；・（二寸； ⊥LL　　　　I　〃　　　　　　　　　　　”
















　　　　　　　　　　　　　脚ｼ∬ ♂．露6ゴ！〃〃 　 　 　　　　量 　　　　　l結ｨ三4グ〃7










　　タｽプ乏 ／85 ／824・ ／868／843，・82i・溌3♪i／837i／8∫6 ／ゲ5「チ｝／8ア8．ど　　・一











下流側 、 … i
　　〆〆Pイ2 ／！．o ／／．9 8〃 ／2．／ ／／2 ／／81／／∫ ／〃｛〃，2 ●
｛　　8之 z，ヨ 夕 る “　i　ヶ 　　…ゐ　i　”
憎毒　　〃 一一@　；・二　　　　　　　　　　〃
4344凶〃 3ん8幽 42．グ13〃．〃1　　　…42．z 3訂i・〃・”i 3卿｛η／ 糎
1
ト　　紀／（吻鷹♪
グ／♂4 ・iろ 〃 る 　　垂 〃 i 一．i，〃


































































































































































































　願　　　　　　　　　　　　／j康＾と近の値ε爪すようごある・　 o 　　　　　　 　 　陶
このようなことかゐ心壁のなの堤体の自t勘k面ぱ毛穆現象バある場合ば数ω場台よリ流入蒙附近ビ少し低
く、
こ未・より流武粟瞭近まご〃周に漸二次後の場合の老徽に攻ゲを流戯実ご｛まゾー致するのこある・　　　　　　　　　賑
r
このように撰型ゼもその種顛によつでフk面歯線の形に多少の差があリ、毛穆聡象を伴う場合鳳よ述び～よう
クーノ9
なイ頃向が魁らκるδ・ら、実物と襖型刀自曲水向の毘全な相似Lいうことば実際虹頃難デあ」る。実際の場合の
堤俸の疹透で’ぱ必ダξ繧フK溢伴うものであるがら、この自1琳面＆瑛型ご’求めようと魂qご、やばレ
ぜ〃π4レηπナκa之によるのがよのと老えら火冶。この時、両方の」是俸錫参透水量（老樗外1流｝のそ水を含あウ
が1司醜量酬に従フておるな．らば＼両看の自酬噛はおまそ鋤昼なずものとみて支暉臆ω・
3．流 量
迄擁2等力嵯っβ．　％鋤ルが前述の値以称ある眼り！ま．某通趨離に碇つていゑ老こ醍
輝断面の形昧並ボに鉱　罎鮫皇覇箋をこ実物の何介卿’フ＼に含せる晦コま・旗型堤葎の珍透流速≦、その流
が整流状態≦満尼するよ）厳意し夜豹ラ減値以下1（桃えて実継行・いQ肇堤棒〃織・二ぱ嘲魚薦
・と実物ンワ纏と一教きせておけ1ご、実物と摸型と4＞面老に対して、同じ形の流塁公式が成吏することになる．
そこご’、 繧型にっいて得めメ匂如孔｝i量乞もとにムて、長さの縮ノく、或ボに輿際60塊本と模型堤〃お乱∂透フK係数の
纏左考慮して、実物の湯透流縫麟勃ることが可能ぜある．
剛吻縫蘇と・心う〃はP郷姥噺ク磁膨伽耀論・〃桑法則Z・孫法則．ユ疎法購
の諸公式即式一（フー4－／ノ、合一一（7－4－．Z2芝≦す。
毛篠水流のみの流遣も，実物と護型とヵ．面老につのて、式一一（クー4－／λ　会…（フーイー2クに從う
こZを轍るか残両老の問に想似・f成立レ毛轍嫌翼下の灘切流蓬を：ついても賦謙なこピがい焔のゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
あ多。 　　　　’
いま、
，’　「’
ヲ∫：実物の湯透流量（職姉当リノ
御；護型の　〃　（　〃　）　　　｝
彪工1　実物刀透水係数
走圧　1　摸型の　　ク
Z左　．　裟ノ吻にお，ナ多渉麺度
び圧；　・槙、型にお1τ拶　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矯
π　：　実物と模型との長さ6砿し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」ﾆず憩ゴ、次の関旅が成立する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1V工窺鼻　之（クート／）　　　　　　、　　　　　　彪，　　／
多1鼠花　勉卸　　　　　醒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆｱ勅啄誓脚纏として麟一（匹か／初夢4ひノ移Cパ許の擁鎌〃嵐釦
ど戎立つるわげビあ多。　彪τ．髭荏ζρ檀1さ心肇堤瓢ぎぱ透水徐教8翼にする各茂分断面ρ裟物ど綬型の調対、
幽する種に虚暇せら縦る、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　■
@〃ε慶一説雌の数勘掴いて心壁のなレ」媛俸の場く劾湯遼実験茎毛籟本流か皮生じないよ）に波意して行
、クと、 喫物力毛管水流乏i．伴ラ場含の流量と．4フ齢〉くば成立しなQ。
暫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，S壁粧料とレて粘辻：のような粘藩力に傷む舶粒と用いると、）乏の透水係数が直爆水歴4＞大弩きに比例し、　　　　　　　　　　　　　　’
徒って水深とともに斐必し、また瞬間とともに麦るが疹頗る厄介・にな漁。実物、つ心壁がこ0ような去ゼ旅1ら
μQるX爆型と〃吻相綱轟透閥する種々媛に関して全く成立しないことになゑ実物の心壁が
樋 擁上ごぽなくてこのような心魔がなく、しか毛長グ々26η檀が大きい値の爵に，譲型実蕨ビ心壁に粘Lヒも便用
’
クー．2〃
すゐこzは、勿諭不訂ゼあ滑。いずれにしても一段に彪グ沌zの値が極めて大きい心壁堤体、の模型実鹸・ば実験様
術〉ヤ模型鍛振」：の詣典加ゲも曳行不能ご’あンる．
4　流 線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀ﾑ輪釦卿縞ぱ伽ム“歓汝ノ〃場《参に雌臥繍料によリ沼威一〃伽一〃嫉置による鰍の
場合ににその妓置の間瞳の大ききによリ，Uろいろの場合が使ずる。毛管フK流0工方の履界も．こ寵らの複
複の値によつていろのろ6ク場合が生ず’る。　そして1⑪壁堤1俸ぜ’ま．　’Q壁通過1後・の堤～体、ヰ7の毛穆一水．液、の最くの流
蘇は1必ずし：も自旧1ブK面が水，平な」湯合に～討する毛鰺禽壷界口眼界｝葛と一秀く、しなωク　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1?E厩魂あμ、ビば礁飽和限界高力幅く一瞳部双びそ破流側〃戯聯では脱に天端ま2認
水ぜ麓和している。こ4）ような梗型2は実勅に比べて、毛穆水流〃流積が全滲透水流の流蔽1：対して占める
％が大きい。こ紳対して、／也鹿一躍撚の藪琢よる模型実顔の場劔一敢にゐ・厩一“撚滋亮実農
の場合に比べ《、毛管鎖累離略ぐ特に心壁以ク砂部分甜伽b從って諺水流の瀧積が企彦透胤の流
績に対して占～φる％が爪とし），以との翼茎浩えると毛棲木瀧o流線の形紹で立置即経薩など1冬（　／守漉．厩，〃
の慈置による実験〃9髭≒果の方が夷物の老九に多少似ているようであゐが、調似が成立することは頃甦ごある。
透ズく擁教と一毛棲よ螺高のZつ芒寅物と横型4フ両堤爪刀心壁部及び）きれ以外ノフ部ゼ糧似にす急ことぱ実際虹不
可能と思溜幡，このように結蔵ξ穫フ嫌〃流積朗似にするこZば実廉よ不可能ど＼ある。
寧
毛1彦水流とその下ε流表る彪力水漉との魔界は心肇部どほお・よそ桐似が成立し．下方。ク水流甲〃漉練も裟
物と搬型とぜ編似が戊立しぴ珍・しがし心壁部茎菰ち愛ρ堤体師におい（鳳必らずし多このようにぱ意ら
L ないこともあるが、遮似的に感心壁部壮面様な関係が成立ず濠ものとみら蘇、る、
心壁へ入る前の堤旛部の初は、自由流線よりよ〃流編よ簾陀響飽禰婦塙きによつて麺猷粥最
・よの撫蜘まこの高きX一致する，倹コてこの部分の流線に編似闘係ぱ成立圏難ごある．自｝匂アK酌以下4泌4）
は． およそ毛繧・・瞬と動水流の魔界も驚つて・漁から、漁以鰍調似が成立ずるZみてよω。
δ： 　　　’^卿咳　　　．
この間巌茎標型♂調べようとずるには《銑融え。伽躍乙∠　によるより外ば激の。とこるご、ときに逮べたよ
ラに魏蓼水流がな在している辮トに関してほ灘綱の相似がうまく成立しなし吻繊流速のかま欄綿頗る
戸〆二♂～∫　　　　　　　　　　　　　（7－5、一∂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しｱこに　〃〈二水〃琿位壷量
　　’H　；薦えてい急砂綾（ρヒころに対する導水勾配・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
また．粒子z綾子の寝鰍衆教〃乙．左用ωて、
や
　　　　　　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仏@　　　　戸／＝だo～イf　　　　　　　　　　（クー8－zノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、躯か式のfの値が爽物と模型とこう，まく，相似に救ったとしても、勉“ぱこ訳き固じ’債にすることばできな
し｝σ この槙瞳勧繊汰越、絢呉合等燭伽ω働＼ら肪々・継曽聴どの琳蔽子自劾
垢重ヤ 上勘よう㈱榔また／ψ終囎iるカ＼ら・こ継熱鯉ゾ融にすること蕨徽
不再能ぐあ届。促つて、もし流編姻塾鵜以にすることが虫素4（1ギ考えてい層巣の漉速智慎型セ（つ））て求め
海㍉グ～双び喫物の七の椎養きよぐ研兇した奨料と用し1で、’ﾀ際の堤体内の実にある／つの絃子のところの娩
ア肋皐農武・これにオ繍する百！琶毒慷しで、老の粒子の六ぎさ、比憂形辮の糊生でにの《含《て．
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クr・2！
塵グ膜徽獅て献⑲蘇姓ずる橘魅贈す融り妨がなω赫と考え嫌る・糎
に顧する簾｛蜘大繋及麟勤ノトさ噸樋こな崎がよく認う㈲と鞠吻吻癩
してしまつて流線綱左とらえゐことがネ可能にな、るからご’ある。
（VD純　語・
竃管水流ぱ堤捧綬型におし）てはが盗り重」要視すべきゼある斌実際勿堤轟におのては間題にするに足り敬ω
も〃）ど從系庵えりrれてQ彦・ところが着老0この庸究によって毛管水流が膜型と実物とき閥ぱず極～カて塑蓼視
すべきものぜあリ．この水流と奎力水流とば蜜接不可分の顧係にあつて、　こ水ら‘9合ぜた滲透旋量に関する法
刻繍りがにし、匙らに毛衝脈砺の滞糧燭する潔1働朗らがにした。この法則によ蜘ご』、心壁環雄ご
就鯨磁断動齢れ心勤圷漉砿薩が・護鰍比べぴ叡動陶醇び／躯こえ砺飢
ば，毛縁宏流が存在するた勿に当Kがなの場合の流量に比べて全流量琶老しく獄少きせ．堤！俸4ηK建掌釣安定
魂すこ∠欄らかにした。こ勅の蘇によ・λ今復特に八蝿堤劒設計（。1託物灘併嬬証7硫
騰虜倣1淋ば勧なのこヒカ櫃っきリZし．とわに堤体・η透フ睡や・K建学的妥魚る関する億勧潅え艇
毛、　ご〃）フK流茎壷要視jrるこ為（よリ髪萸しなけ巌ば毒らなのようになつた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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本鍮文ぱ上で雅ら耽たむ堤．ことに七堰堤に対しで依用する；水理学的な派弔墓、内部約並試に外部的の両方面
より究明し、これらの純累乞綜合して、｝の産の趨造物の合理的な敦計に役立たし拶ようZした着のぞある。即
ち、まず堤体の表面融の間題ずば、多くの実験逸行つてそ〃ワ実相き正濃に促丸然る後に、こ爽に裏付サ9
兵冬浸鰯止の纏駄対策練めた説萎透〃間題につωても瀦の塑漣論並疎実秘イ繍して・碓繊
忽判癒τ）流訳とこ未に伴〉流れとにっいて轡㊥の本質Σ究明し．ミらに水理学的な見地から安定員子ましの
心壁の挿入嵐色瞬ら斜（したわげゼあ多。なお、湯透み間題に対してぱ心壁の挿ぺが・佳二の水理学的な安定対策
ゼばないげ水ども、この閥題が丈蜘K理閥題ヒしてぱ趣勿て六切ごあるか’う老老がとりあげ’た次節ゼあゐ。
肋　一μ伽や観血漉碗伊絢脚興啄fまあ甜耀学上凋鍬し鰯ゼ峰
閑さ水ているか珍、余リ」契脈はなω〃ゼここぞあえて取り．五げ’ず仁おのた。こ帆らのヱ譲もle壁などと蘇用すれ
ば’より劾粟的であるこ’とば明らガ・ぜあ1る．ここに前ク章において論Cた内容・の丙最も大切な夷芝」蓼約すると次の
ようである，
（！♪憾脇雄ぜω繍面切7順特脇鞠蹄轍嚥嫉納魏ミよフ（究畷鰍
脚嬬ば綬流、縢旋漁、衝撃巌の衡撃、渦剥離等の複難な斥用の齢結累によつ《超るものどあるこヒ皇
鴫らがにした。
G力土壌δ麦イ蝕琶麺冠する蓮々6り導素と漫…館量とo間ρ関係芝…明らかにしたバ　土巌及び表面の然態が誤・も気棄
的ごあり，こ〃）中で総介に繁茂しだ芝付を行うと最毛浸館量と軽減し得ることになり、土堪0桂蜘（よる
灘縫の差異茎極めて少・）ものれしてのる，また爪段も網当な長ざの毛の色／っ動まZク用し慮足灘艘の
μ兼綴減のる認磁立ク班あ‘ノ・編遍当恥趣謝凶動ぬ芝瀬え（船払韻わ畷　　　　　艀
つて騒に生宿した釈態にして分くこヒが浸館財止に最も劾果的どある，
なお、著老が忽斜面浸舷にクし）て論し艇た乙ころは一必ずしも築堤曽上瑠是の広面に眼ら徽た閥題で＼はなく、
山暇濾斜髄ど0場合に初論適弔烈貿騙わげどあつご、山腹躇4比にも趣班童要縮示鱗之て
いゐも〃）と毒えようク
⑧瀦ぱ心難緻ほ伽幽勉畝伽舘し御簾働鮮髄鋼齪ヒり甜非定紡
透凋題に膿ど諒騨つだ・励解〃磁・鋤π〃灘嵐齢緻孤8・）部絨ば瞳証　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
にして潅え、この部分の疹透茎餌深するたあに從訳あまリ深く落えられて㌧）働＼つたところの」二下読水位が
広範囲に亘み場合〃）璽力水漉の閥題茎鴫らがにした．卿ち心壁1ヤに広べて上下疏の水位差がホさQ場合が＼ら
六き畷台匝砿麺媛兆雄る齢受葡ず繊稠題卿P卿読：一所乙・厩レ勧肌麟噛甲
範囲ぎ尿め老の範囲外の毛のにつき、r災えら4もた断面と1二下漉7確立のいろいろな場台に対して蕩老が逐尾し
た漉屋の2汐　柔、z，詐釆、30　柔広則等の内、適当改ものき用し）爽ば芝の場合に応ず㌧る凝屋が慮めめ
顧水薗曲線についZも、護4歳晦酌と」二下流水位に対しζ正簾にこメ（茎求めうゐ公弍冬爪しな、
ω自白永面鮪する堤体の凝．には’必らず毛創硫ε伴うもの脇’λ倹表1まこ継一鰻して1参透問題が論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
ぜら爽てし）たグ、こ展Uま趣めて毫蓼なもの♂あリ、必ずこの流れ｛監伴った全姐〃）水流皇メ参慮し魚刀ぐば夜ら
　　　　篭d）クこの典がめ考えると、寒像丞敏ξどき用、）て解くことが最も正援な解嵐ビあるとざれて㌧｝たことは薩が
｛O・一考と專する，著看ぱこの壱麿水漁蕊伴う流れき寅鹸的に鯛i究しで、こ劃C関する痔綻茎朗らかになし得
たつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂
けシ心壁或ばこ水より巾の広い透：木振敵の小8い部分ぱ、余り粘土．4＞多すぎるもの1まいけない・亀裂が入り難
8－2
くしかも蹴鰭⑫なるべく小8・賄の幣ましの・この断酌として望まい）こ．U《次のようごある・購
初断薗の下品K位μ嫉に鈷して賊水位が鍛六値及〃ズ厚読毬とる賜合2も、吻畝τ厚読≦働∂
多，1ζという関係茎瀬足していること、即ち理論流量塾計耳するのにえぷ桑法則琶用いなくてすむだけの断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e
面鵬整ましω。この呉置水係教勉の値が他の部分のそ張勧に比べて著しくノi迷くなω時には、割合に
申伽《まい断面でも、賭に物断面の自麟（面以下の〆部分が荻く叡し）限りは、上副耕茎満足しωるカミ
移だ・の檀がブ（きくなると、相懸肖†面巾麟專とすることになるから図《7－3－5つに爪したような
ものにするこ∠が望ましQ。しかし経瘡よの理由その他により｛疾い巾し伽X水ず虹の條件1玉満たすことが不
可能の時ぱ図一（クー3・－6）のような断面xする。このような場含ご’も乏繧ヌK流が存在するたあに、重力
磁の勧場劔うに傾吻孜雌ずる伽は塒砂いのκ罎くイ遡磁漁伽崩に
羨部がくるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
以ヱのように本論文は彼派0定説Zがなりかけ離丸た結論もあリ、また従燕あまリ知め末なかつた分野9
　ρｽ纏度まで’晒らかにすることが戯来た。ここぐ鴫らがにせら九た所き喫際の該計々二当って疹薦にずるならぼ
」盗する所が大きωものz．看えるク
爪論文は東繍撮凍藤次郎博土の御垢導、の下に著者が科｝顯究費の補動さ得て行つた新宏ととゾ護ζ抑
たものこ、ある。またこ来ととりまとめるに当クて東大徽小面一即博士、神大面昧憩一髪麺受の御激励≦添う
した。　ここにこ4〈．らの関徐方、琶レの方『蓬に衷．心よリ課葱の謝意芝表する次多彩ゼ、ある、またミ終給！実駿や製閥に援i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ｦ左信しまなびつた核備員石尿有謬に針しても麟の微意ぎ表すゐ
